
近年における中国学童の際立った身長増進を

示す指標として，北京の１７歳男子の平均身長は，

１７５．４cmで，欧州諸国における同緯度の国，
フランス（１７４．１cm），イタリア（１７４．５cm），
スペイン（１７５．３cm）を超え，日本より際立っ
て高くなっている（１７０．５cm）という記述があ
る（Lu, R. et al,２０１６, p．２１４［１］。筆者の大学
院時代の研究テーマは，果物の流通であったが

（森宏『青果物流通の経済分析』［２］），リンゴ

の主産地，東北とミカンの主産地，四国・九州

の間には「歴然たる」１）身長（成人）の差が観察

された。

身長の問題に関心を持つようになったのは，

２０１０年代半ばであったが，同僚でドイツに通じ

ている松浦敏明教授や村上俊介教授（お二人と

も同世代の日本人としてはと長身）に，「ドイ

ツに住んでいて，身長のコンプレックスは無

かったでしょうね？」と尋ねたことがある。ド

イツの中でも北部と南部では背の高さが違うか

ら，「一概には答えられない」であった。筆者

自身，１９９０年代後半，世界で一番ノッポ［３］

と言われているオランダに数か月研究留学した

ことがあるが，デン・ハーグのある靴屋さんで，

家内にもフィットするカッコいい靴があったの

で，オランダでは初めての経験と驚いたところ，

「ハーグは南に近いから，小さなサイズも用意

している」という答えが，オランダ人の店主か

ら返ってきた。

中国からの留学生が多い NZのオークランド
大学での観察では（２０００年前後），中国人学生

の身長は筆者とあまり変わらない感じだった。

（上記）北京の男子学生よりかなり低い感じで

あった。だが同僚 C教授の中国人女性秘書は
米国の女性秘書並で，彼女の夫は NZの同年配
男性を超えるくらいの長身であった。彼ら曰く，

自分たちは北京よりさらに北の地方の出身で，

地域平均より格別長身ではなかったそうである。

中国は東西・南北に亘って欧州全土と同じ面

積を占めているから，１４億人を超える人口を中

国人と一括するわけにはいかない，特に北と南

では人類学的に同じではないのだろうと感じて

いた。中国南部の広東省と北京の ethnic構成
は，いずれも漢族が圧倒的多数を占めており，

２０１５年時点において男子若者の平均身長が北

京：１７３．５cm，広東省平均：１６９．８cmであった
統計的事実を，人種構成で説明することは難し

い（森宏［５］）。

ごく最近，北欧のスウェーデンに中近東やア
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ジアを含む各国から入国する移民の子弟（徴兵

の義務有り）が，幾歳までに入国するとスウェ

ーデン出生のコウホートと変わらぬ背丈となる

かについて：大きなサンプルに基づく計量分析

に接した［６；７］。移民の出生地は問わない

という大胆で，大らかな前提に基づいている。

アジア・中近東に限らず欧州でも，南欧（イ

タリア，ポルトガルなど）からの移民には，ど

のような斟酌を与えるかなどの配慮は全く無い。

十数年にわたる膨大な員数の移民の子弟の徴兵

検査に基づく分析結果は，フィンランドやデン

マークなど北欧諸国からの移民の子弟は言うま

でもなく，南欧諸国や中近東，さらにベトナム

やインドネシアなど東南アジアからの移民をく

るめて，移民したときの年齢が幼少であるほど，

スウェーデンの環境に接した期間が長い。表１

は中近東からの移民について，移民時の年齢が

幼いほど成人した時点（徴兵検査）で，スウェ

ーデン出生コウホートとの階差が小さいことを

示している。徴兵検査から遡り移民時点で１歳

未満だった児童は，徴兵検査時点で現地出生コ

ウホートより，０．１７cm（有意差無し），５歳だっ
た児童は３．１６cm（標準誤差０．６６），入国時それ
ぞれ１１歳，１５歳だった児童は現地出生コウホー

トより４．９４cm，６．２２cm（標準誤差はそれぞれ
０．７２cm，０．９６cm），それぞれ低いと推計され
ている。

表２は，スウェーデンに移民する前の出身地

域別に，移民時点における平均年齢２）と徴兵検

査時点における平均身長を示している。北欧は

もとより南欧を含む欧州を一括した徴兵検査時

点における平均身長は，１７７．６，１７７．２cmで，
スウェーデン出生のコウホート，１７７．２cmと
全く異ならない。

戦前米国に移住した日本人の子弟（「二世」）

が，他の国から移住した子弟に比べ，身長が格

別に低い（例えばハワイ）と言われている。筆

者の観察も同意見である。緯度的には，ワイキ

キは北緯２１度で，南洋に近い。

戦後１９６０年以降に渡米し，幼少時から米国で

育った日系の児童は，日本で育った児童より平

均身長において，著しく高いとは感じない。畜

産振興事業団からの研究助成で，米国カリフォ

ルニアと豪州シドニー在留邦人家庭の牛肉消費

実態を調査したことがある。大半は商社，大企

業の特派員で，高学歴・高所得の家庭である。

ズバリ，「こちらに来て，牛肉の家庭消費はど

れくらい増えたか？」を訊ねた。２，０００世帯に

近い大きなサンプルであったが，ほぼ全数に近

い回答が，殆ど増えていないであった。豪州で

は「当地の豚肉は臭みがあって，子供たちが食

べないので，その分牛肉が増えた」程度であっ

た。この３日間の肉料理は，カレーライス，肉

表１ 移民の入国時における年齢
と成人後身長のスウェーデ
ン平均身長からの偏差

（cm）

入国時の
年齢（歳）

階差 標準誤差

０ �０．１７ １．４１

１ �１．４２ ０．７９

２ �２．５９ ０．７４

３ �２．０１ ０．６５

４ �１．７６ ０．６６

５ �３．１６ ０．６６

６ �４．１４ ０．６８

７ �３．６４ ０．６７

８ �３．０８ ０．６９

９ �５．００ ０．７０

１０ �３．９０ ０．７３

１１ �４．９４ ０．７２

１２ �４．６８ ０．７６

１３ �６．１４ ０．８１

１４ �４．７４ ０．８７

１５ �６．２２ ０．９６

１６ �５．７５ １．０９

１７ �７．４０ １．１８

注：中近東からの移民の子弟．
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じゃが，すき焼きが上位３点である。牛肉輸入

を自由化したら，家庭でのステーキ消費が増え

て，日本の牛肉輸入は「激増する」（輸出国と

輸入国双方）予測は当たらなかった。日本産の

米が自由化されたら，値段が２～３倍になって

も購入したいは，少数ではなかった３）。

過去３日間の牛肉料理は，カレーライス，肉

じゃが，すき焼きがトップ３で，ステーキは下

の方であった［１１］。

筆者の家族は１９６５年前後に米国中西部の大学

町に２年間住んだが，週末は２００キロ以上のド

ライブを気にせず，シカゴの日本食のお店に短

米と醤油などを買い出しにでかけていた。農水

省の食総研から来ていたケミストは，お里から

航空便でおコメを送ってもらい，お子さん２人

も米飯とみそ汁・焼きのりの朝食で通していた。

筆者の家族の話で恐縮だが，ロンドン生まれ，

ニューヨークで幼稚園を終えた孫娘が，母親と

３週間ほど「里帰り」して東京に戻る前日，父

親から「日本に帰ってきたら，何が一番食べた

いか」を問われ，「日本の白いご飯」と答えた

そうである。東京に着いた日，近くのうなぎ屋

で夕食を共にしたが，「ロンドンではママのお

友達の家に泊まったのだから，おコメのご飯は

食べていたでしょうに」との筆者の問いに，

「だって，ご飯が違うから」の答えが返ってき

た。それから２０年近く経ったが，父親の仕事で

英国に永住することになり，妹娘がハイ・スク

ールを卒業し，英国の大学に入ることになった。

入学するまで数か月あるそうだが，今は衣料関

連のお店でアルバイトしている。姉娘によると，

日本から取り寄せた梅干を入れたおにぎりを毎

日お弁当に持っていくそうである。

１） 戦後間もないころは，筆者が多用している『学

校保健統計調査』［４］において，青森県，岩

手県の学童の平均身長は九州・四国の平均身長

を上回っていたが，最近年次の統計では，南北

間格差は見られない。北海道，東北各県の国家

公務員には「寒冷地手当」が支給されていた。

ただし当時北海道のほうが，屋内は暖かった。

２） 移民時点の男児の最高年齢は，１７歳（表１），

徴兵検査は２０歳前後だから，スウェーデン出生

のコウホートの移民時点の年齢は�３．１歳と表
記されることになる。男児は満１７歳で背が伸び

とまるとの想定。北欧の住民は，１７歳を過ぎて

も１cm前後背丈が伸びる［８］。中近東出生コ

ウホートとラテンアメリカ出生コウホートは，

それぞれ１７３．５cmと１７３．３cmに比べ，アジアは

１６９．６cmと格別低い推定結果である。「やはり

東洋人は西洋人に比べ，人種的にそれだけ体長

は低い」と観念するのは早すぎる。人の成人期

の身長は，両親から受けた遺伝に加え，成長期

における外部環境（育った緯度，生活水準など）

に大きく影響される。両親が揃って背が低けれ

ば，牛乳を多飲しても，豚肉など高品質の動物

蛋白の摂取を増やしても（Baten and Blum,

２０１４; Grasgruber, et al.,２０１４［９；１０］など），

同世代を超えて背が高くなる可能性は低い。米

国野球界で活躍している大谷翔平は１９３cmで，

同世代の日本人平均より並外れて長身である。

インターネットで検索すると，両親とも長身で，

父親は１８２cm，母親は１７０cm，長兄は１８７cm，

姉は１６８cmで，一家そろって長身だが，姉は母

親より幾らか低い。経済が趨勢的に上向きで，

表２ スウェーデン，北欧，その他の欧州，中近東，アジア，ラテンアメリカ別に年齢成人後の平均身
長，移民時点の年齢

スウェーデン 北欧 他の欧州 中近東 アジア ラテンアメリカ

成人の平均身長，cm １７７．７ １７７．６ １７７．２ １７３．５ １６９．６ １７３．３

Sd ６．５ ６．３ ６．７ ６．１ ６．２ ６．２

移民時点の年齢 �３．１ ３．７５ ６．０５ ９．２７ ８．８８ ７．７１

Sd ２．８ ３．１ ４．５ ４．４ ４．３ ４．３

出所：H. Mori, Critical periods, International JCMCR,２０２１.
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生活水準が向上している環境において，子供の

ほうが両親より身長が低く成人するのは，それ

なりの理由があるだろう（幼少の頃重病を患う，

食生活で好き嫌いが強いなど）。

３） 最近ロンドンに住む長男家庭にしばらく滞在し

たが，おコメは新潟のコシヒカリに匹敵すると

は言えないまでも，米国産の短米と変わらない

と感じた。スペイン産だそうである。

西欧諸国における食料消費の基本形

表３はスウェーデンを含む世界各国の１人当

たり食料供給（消費）の基本形を概観している。

南欧のイタリア，東欧のルーマニアは，北欧に

は及ばないが，肉類と牛乳が多い。中近東のト

ルコ，パキスタンは肉類に関しては欧州各国に

比べ著しく少ないが，牛乳の消費は顕著に少な

いとは言えない。アジアを代表させたベトナム

とインドネシアは，共通して肉類と牛乳の１人

当たり消費がきわめて少なく，特に牛乳消費は

北欧の２０分の１前後と著しく低い。

米を中心に穀類指向の食生活になれた男児が，

親に伴いスウェーデンに移民しても，現地の食

生活には馴染めないだろう。親自身が，にわか

にスウェーデンの食パタンに変化するとは思え

ない。

前節で観察したように，高学歴―高収入の日

本人が，米国やオーストラリアに留任しても，

食生活の軸は変わらないのである。

結論

Richard Steckel：「身長は，健康に対する投
入の供給を把握する正味の尺度である」（１９９５）

［１２］。先に例示した畜産振興事業団委託調査の

ように，被調査群を特定することなく，調査国

ないし地域の平均を，健康に対する投入の供給

を把握する正味の尺度とするのは，ミスリー

ディングになる怖れがある。筆者等によるコウ

ホート分析では，食料需給表（food balance
sheet）や栄養調査に基づき，日本人は魚を多
食する，若い時代は肉が多くとも，高齢化に伴

い魚消費は増えていくといった楽観的な見方は，

食料消費の変化を正しく見ていない［１３；１４］．

表３ スウェーデン，フィンランド，イタリア，ルーマニア，トルコ，ベトナム，インドネシアに
おける穀類，肉類，牛乳の１人当たり年間供給量

（kg／年）

スウェ
ーデン

フィン
ランド

イタリア
ルーマ
ニア

トルコ
パキス
タン

ベトナム
インド
ネシア

穀類

１９９０ ８１．４ １０２．１ １５７．４ １７５．５ ２５３．１ １５１．５ １４３．２ １６９．４

２０００ １０１．４ １０７．１ １６１．６ １８７．６ ２３３．１ １４８．３ １６４．２ １７６．０

肉類

１９９０ ５８．９ ６３．０ ８５．５ ７３．２ ２１．５ １１．９ １５．４ ８．１

２０００ ６９．０ ６５．５ ８８．７ ４７．４ ２２．１ １１．８ ２３．６ ８．４

牛乳

１９９０ ３５０．０ ３４７．９ ２５５．７ １４４．８ １４４．８ １１３．０ １．３ ４．１

２０００ ３５２．１ ３５１．７ ２６８．５ １９７．０ １２６．５ １５１．５ ８．２ ７．６

出所：FAOSTAT, Food Balance Sheets，各年．
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